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「ただいま」を・・・会社も家族も待っています

事故ゼロは、私達の誇りです

ハンドルを握る手には 人の命がかかっている

安全第一 スピード 車間距離 スマホ見ない 前を見る

凍結路面
スピードを落とし、車間距離をとり、急ハンドルを控えましょう

《積雪時は、「道幅が狭い」》
○ 無理に突っ込まない
○ 並んで、走行しない

○ 片側２車線の道路でも、雪が多くなると、２車線分の道幅が無い場所があります
○ 無理をして車線数にこだわると、接触事故を引き起こします。極力、周りの車と距離をあけましょう

《雪山で見えにくい時は》
身を乗り出して確認

○ 雪山の陰からの飛び出し注意
○ わき道から乗用車・人が出て来るかも知れません

《薄暮・夜間の事故防止》
日没の前後１時間 交通死亡事故が多発

まだ、買物や帰宅など、
人が動いている時間帯に暗くなります

運送業の労災、とにかく多い、「転倒・転落・挟まれ」

運転手 積み降し作業時、荷台から転落事故多発

見直そう 「慣れ」の運転・ 「慣れ」の作業

苫小牧 けん引車にひかれたか
荷台と接続する作業をしていた男性死亡

２０２２／０１／１２ ２３：５７
１２日午後１時４０分ごろ、苫小牧市一本松町の車両整備点検会社の敷地内で、トレーラーのけん引車を荷台

と接続させる作業を行っていた同社社員の男性（２８）がけん引車と荷台の間に倒れているのを、同僚の男性が見
つけた。男性は病院に運ばれたが死亡が確認された。苫小牧署によると、当時、同僚の男性がけん引車を操作し
ており、同署は荷台と接続する作業をしていた男性がけん引車にひかれたとみて調べている。

住宅で除雪機の下敷きに
67歳男性が死亡

２０２２年０１月１２日 １８時５８分
１２日午後３時ごろ、岩見沢市の住宅で「父が除雪機の下敷きになっていて意識がない」と消防に通報があり

ました。警察や消防が駆けつけると、現場で男性（６７）が家庭用の除雪機の下敷きになっていて、市内の病院に
運ばれましたが、死亡が確認されました。警察によりますと、娘の話では男性は午前９時ごろから自宅や近くの
農園の除雪を行っていましたが、午後２時ごろになっても帰宅しないため、様子を見に行ったところ除雪機の下
敷きになっているのが見つかったということです。

酒気帯び運転の疑い
信号のない交差点で、ミラー同士接触し、発覚

２０２２／１／１２（水） １９：５２
１１日午後１時１０分ごろ、千葉県の市道で酒気を帯びた状態で軽乗用車を運転した疑いで、４９歳の男が現行犯逮

捕されました。警察によると、信号がない交差点で、乗用車とすれ違う際にミラー同士が接触する事故を起こし
て発覚。容疑を認めている。


